
平成29年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 歴史研究所 事業No. 339

事務事業名 歴史研究所事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
開始 H15 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 4 自然と歴史を守り活かし伝え、新たな文化をつくりだす
   
   

分野別計画
 飯田市歴史研究所第４期中期計画
 第２次飯田市教育振興基本計画
  

法令・例規等
 飯田市歴史研究所条例
 飯田市歴史研究所管理運営規則
  

事業目的
対象 ①市民 （小・中・高校生）　

②史資料（飯田・下伊那の文書史料、図像等史料、歴史的建造物・景観等）③歴史研究に携わる人又は興味がある人

意図 ①飯田下伊那の歴史の理解、関心を高める ②建造物を含め失われる史資料の収集、調査研究、歴史資料の保存、聞き取り調査等で地域の歴史文化を解明
③永年地方史を研究する人の養成、飯田の人づくり

２ 事業内容

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
（１）史料調査・研究・保存活動：私文書の調査として、「
小島家文書」（座光寺：養蚕関係）など6件について調査及び
目録作成を行いました。また、行政文書として「旧川路村文
書」の継続整理を行いました。
（２）市民への還元・共有（刊行物、教育事業）：飯田アカ
デミア、歴研ゼミナール、地域史講座、地域史研究集会を開
催し、研究成果の発表や市民と一緒になった研究活動を行い
ました。また、刊行物として『歴史研究所年報15』及び『飯
田町のくらし７』を発行しました。
（３）地方史を研究する人材づくり：市民研究員が主催する
「市民研究員ゼミ」を開催し研究人材の育成を図りました。

調査研究員・文書整理補助員配置 10,521
調査研究経費 1,457
研究集会の開催、年報発行 1,635
アカデミア、地域史講座など講座の開催 612
情報誌発刊、市民研究員の育成など 327
『飯田町のくらし⑦』発刊ほか市誌編さん経費 1,396
  
  
  
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成28年度
実績

平成29年度
実績

平成30年度
実績

平成31年度
実績

平成32年度
実績

基礎研究、共同研究 件 32 38    
研究集会、研究報告会参加者 人 201 88    
飯田アカデミア、歴研ゼミナール等開催数 回 122 129    
調査・整理後、公開された史料 件 18 8    

       
       
       
       

29年度
決算

(千円)

予算額 21,920 特定財源内訳及び補足事項
決算額 15,948 （国）文化芸術振興費補助金（10/10）

（そ）諸収入
28→29　繰越明許費　483千円
29→30　繰越明許費　2,311千円財源の

状況

国庫支出金 561
県支出金 0
地方債 0
その他 706
一般財源 14,681

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 10 5 8 11 1 16,507 13,922 歴史研究所調査研究事業費

2 1 10 5 8 11 2 1,227 939 歴史研究所教育事業費

3 1 10 5 8 11 4 4,186 1,087 市誌編さん事業費

4          

5          

6          

7          

振返り課題認識 調査研究活動を進め当地域の歴史への理解を深め、地域に還元していくにあたって、これまで以上に地域住民や団体にも参
画してもらう必要性を感じています。

上記の課題解決
のための有効策

地域にある古文書の調査結果を、その地域で報告する機会を設け、市民に地域の歴史に対する関心を高めてもらうことを考
えています。

次年度に向けて
の取り組み 地域とともに調査研究を進める中で、地域の研究人材の発掘、育成にも取り組みたいと考えています。
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